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ネーターとして用いる 3 階層システムが，従来の 2 階層システムよりも優れていることを示し，具体的
に触媒活性が経時的に低下する固定層触媒反応器の最適化を実現する目的に応用した。下位の制御シス
テムのダイナミックスを考慮した目標温度の修正によって，より優れたパフォーマンスが得られること
を実証した。
論文審査の結果の要旨
本論文は，階層構造をとるプラント生産管理システムにおいて，各レベルで動作決定の方法として共
通に用いられている，有限区間の最適化を周期的に繰り返す方法，すなわちローリンク、、最適化について
考察したもので，この動作によって生じるシステムの動的挙動の解析，およびより高度なプラント生産
情報システムへの応用に関する研究をまとめたものである。
まず最初に，計画レベルでのローリング最適化，すなわち生産計画等において使われるローリングス
ケジュールについて考察し スケジュール動作がシステム挙動にもたらす効果を，フィードフォワード
およびフィードパック特性として解析する方法を示した。その中で，スケジューリングを繰り返す際の
モデル更新において，観測データの利用の仕方が異なる方式があること，またこの違いによって，シス
テムのロバスト特性が異なることを明らかにした。
次に，実行・監視レベルでのローリング最適化，すなわちフ。ロセス制御において使われるモデル予測
制御について考察し制御動作がシステム挙動に及ぼす影響を詳しく解析した。特に，プラントのモデ
ル表現として，ノンパラメトリックモデルとパラメトリックモデルを用いた場合の制御構造の違いを明
らかにした。また，プラントに多く含まれる積分フ。ロセスの制御にモデル予測制御を用いる方法を提案
した。さらに，フィードフォワード特性を含む制御動作が，負荷追従制御の性能向上に大きく寄与する
ことを，具体的に，液化天然ガス気化プラントのシミュレータを作成して検証した。最後に，フィード
フォワードおよびフィードパック特性を兼ね備えたローリング最適化アルゴリズムが，計画(上層)と
実行・監視(下層)の二階層からなる従来の生産管理システムにおいて，上層と下層のコーディネイター
として有効に機能することを示し，実際に，最適化機能とプロセス制御システムをもっ実験装置(触媒
反応器システム)に適用して，その優れた効果を実証した。
以上のように，本研究は，より優れたプラントの生産情報システムを築くために必要な，動作決定に
関する問題について考察し，解決法を示したもので，この分野の技術の発展に寄与するところが大きく，
博士(工学)の学位論文として価値あるものと認められる。
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